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（RC）式の光学系を使用する予定であるが、RC 式の望遠鏡に近傍界の Phase Retrieval 
Holography 法を用いる方法の検討を進めた。 










 南極 10m 級テラヘルツ望遠鏡計画に向けた連続波観測装置（＝電波カメラ）の開発を進
めている。実機１号機である野辺山 45m 電波望遠鏡搭載用の 100-GHz 帯超伝導電波カメ
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ラは 2016 年 12 月末から 2017 年 1 月上旬にかけて 37 素子で搭載試験を行ったが、昨年
の報告の通りビーム幅が予想値と一致しないことや、冷却時に生じる反射防止膜の破損等













図１．100-GHz 帯 MKID カメラと周辺システム 
 
（３）南極 30m 級テラヘルツ望遠鏡計画 
南極 30m 級テラヘルツ望遠鏡による活動銀河およびスターバースト銀河の観測につい
ての議論を深めるため、ワークショップ「南極 30m 級テラヘルツ望遠鏡による AGN と爆










 FUGIN プロジェクトは、野辺山宇宙電波観測所 45m 電波望遠鏡に搭載されたマルチビ
ーム受信機 FOREST を用いて、銀河系の 12CO、13CO、C18O 輝線（同時観測）によるサ
ーベイを行い、分子ガスの物理状態、分布、運動を明らかにするという計画である。銀河
系の渦状腕、棒状構造、分子ガスリングが含まれる第 1 象限（10° ≤ l ≤ 50°, |b| ≤ 1°）







（２）近傍銀河 NGC2976 の分子ガス観測 
 野辺山 45m 電波望遠鏡を用いた近傍銀河の 12CO、13CO、C18O 輝線サーベイ COMING
プロジェクト（CO Multi-line Imaging of Nearby Galaxies）のサンプルの中から、近傍
矮小銀河 NGC2976 の分子ガスの性質、星形成活動について調査した。その結果、分子ガ
スの割合は、渦状銀河同様に全ガスの面密度と星形成率に依存することがわかった。また、
12CO(J = 3-2)と 12CO(J = 1-0)の強度比から、分子ガス面密度の減少に伴って分子ガスの温
度が上昇することがわかった。これは、希薄な分子ガスの割合が増えるため輻射場による




 図３．分子ガスの面密度と 12CO(J = 3-2)/12CO(J = 1-0)の関係。カラーは星形成率（SFR）。
星印は、SFR > 10 Myr-1kpc-2 と SFR < 10 Myr-1kpc-2 での平均値。（論文 3） 
 
（３）NGC1808 中心部の高密度分子ガス観測 
 ALMA を用いて、銀河風をもつスターバースト銀河 NGC1808 の中心部の高密度ガスト
レーサーによる高角分解能観測（1″～50 pc）を行った。その結果、ALMA の性能を生か
し HCN (1-0)、 H13CN(1-0)、 HCO+(1-0)、 H13CO+(1-0)、 HOC+(1-0)、 HCO+(4-3)、 
CS(2-1)、 C2H(1-0)、 SiO(2-1)、HNCO(4-3)といった分子輝線を検出することができた。
輝線強度比から銀河中心部の円盤部に存在する分子ガスが高密度（n(H2) ~105 cm-3）で暖
かい（20 K < Tk < 100 K）ことが示された。一方、アウトフロー内の分子ガスは、密度が








（４）巨大分子雲 W51 のマッピングスペクトル線サーベイ 
 Mopra 22m 電波望遠鏡を用いて、銀河系内の W51 領域の巨大分子雲の約 40pc×50pc
の領域をマッピング観測した。周波数範囲は、85-101 GHz 及び 107-115 GHz である。ス
ペクトルを観測領域全体で平均し、24 GHz という広い周波数帯域にわたり系統的に分子
雲の化学組成を調べた。この観測では 16 種類の分子及びその同位体種を検出し、その存







図 5. (a)Mopra 22m 望遠鏡で得られた観測領域全体で平均した W51 のスペクトル。(b) 
Mopra 22m望遠鏡で得られたW51の中の活発な星形成領域e1/e2のスペクトル。(c) IRAM 
30m 望遠鏡で得られ M51 の渦状腕のスペクトル。(論文 8) 
 
（5）中間質量の原始星連星 NGC 2264 CMM3 の観測 
 ALMA を使い、非常に若い原始星 NGC 2264 CMM3 の観測を行った。これまでの観測
は単一の連続波ピークのみが検出されていたことから、CMM3 は 1 つの大質量星の原始
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図 6. (a) NGC 2264 CMM3 における HCN の積分強度図。赤のコントアは 850μm の連続
波。(b) HCN の積分強度図の拡大図。(c)HCN の速度場マップ。CMM3A と CMM3B に双
極分子流が付随している様子が見られる。(論文 13) 
 
【３】情報通信研究機構 鹿島宇宙技術センター34m アンテナ 
（１）大学 VLBI 連携観測のサポート 
 大学 VLBI 連携による観測における鹿島宇宙技術センターの 34m アンテナの運用に参
加した。今年度は、鹿島局アンテナも用いた VLBI 観測が 2017 年 11 月 27-28 日、2017
年 12 月 5-6 日の２度実施された。当日は、現地・鹿島宇宙技術センターに赴き、観測の実
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8. 宮本祐介, 金子紘之, 徂徠和夫, 久野成夫, 中井直正, 田中隆広, 佐藤佑哉, 保田敦司, 
Dragan SALAK, 瀬田益道, 野間勇斗, 村岡和幸, 黒田麻友, 竹内努, 依田萌, 諸隈佳
菜, 松本尚子, 中西裕之, 上野紗英子, Pan Hsi-An, 他 COMING メンバー、「NRO レ
ガシープロジェクト COMING(16): 近傍渦巻銀河 NGC 628 におけるガスの速度ベクト
ル」、日本天文学会 2017 年秋季年会、2017 年 9 月 12 日、北海道大学 
9. Dragan Salak, Yuto Tomiyasu, Naomasa Nakai, Nario Kuno, Yusuke Miyamoto,  
Hiroyuki Kaneko、「Distribution of dense molecula」、日本天文学会 2017 年秋季年会、
2017 年 9 月 12 日、北海道大学 
10. 中西康一郎, 松林和也, 徂徠和夫, 中井直正, 久野成夫, 河野孝太郎, 安藤亮, 菅井肇、
「High angular resolution and high sensitivity millimeter-wave continuum imaging 
toward the NGC 253 starburst nucleus」、日本天文学会 2017 年秋季年会、2017 年 9 月
12 日、北海道大学 
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11. 安藤亮, 中西康一郎, 河野孝太郎, 泉拓磨, Sergio Martın, 原田ななせ, 高野秀路, 久
野成夫, 中井直正, 菅井肇, 徂徠和夫, 濤崎智佳, 松林和也, 中島拓, 田村陽一, 西村優
里、「5pc 分解能で見た近傍星形成銀河 NGC 253 中心部の星形成活動の多様性(2)」、日本
天文学会 2017 年秋季年会、2017 年 9 月 13 日、北海道大学 
12. 渡邉祥正, 西村優里, 坂井南美, 徂徠和夫, 原田ななせ, 久野成夫, 山本智、「NGC 3627 
における分子雲同士の相互作用の化学組成への影響」、日本天文学会 2017 年秋季年会、
2017 年 9 月 13 日、北海道大学 
13. 田中隆広, 徂徠和夫, 柳谷和希, 金子紘之, 藤田真司, 久野成夫, 村岡和幸, 宮本祐介, 
佐藤佑哉, 矢島義之, 依田萌, 黒田麻友, 他 COMING メンバー、「NRO レガシープロジ
ェクト COMING(10):自動リダクションシステムの開発」、日本天文学会 2017 年秋季年
会、2017 年 9 月 11 日、北海道大学 
14. 永井誠, 新田冬夢, 服部将吾, 村山洋佑, Zhai Guangyuan, Pranshu Mandal 中井直正, 
久野成夫, 関本裕太郎, 木内等, 野口卓, 松尾宏, Dominjon Agnes, 福嶋美津広, 三ツ
井健司, 福田武夫, 岩下光, 関口繁之, 成瀬雅人, 前川淳, 南谷哲宏, 御子柴廣, 藤茂, 
宮澤千栄子, 齋藤正雄, 45m 運用メンバー、「野辺山 45m 電波望遠鏡搭載用 MKID カメ
ラの搭載試験」、日本天文学会 2017 年秋季年会、2017 年 9 月 11 日、北海道大学 
15. Zhai Guangyuan, 永井誠, 新田冬夢, 中井直正, 久野成夫, Pranshu Mandal, 村山洋
祐, 服部将吾, 関本裕太郎, 木内等, 野口卓, 松尾宏, Dominjon Agnes, 関口繁之, 成
瀬雅人, 前川淳, 南谷哲宏, 齋藤正雄、「野辺山 45m 電波望遠鏡搭載用 MKID カメラの
解析パイプライン」、日本天文学会 2017 年秋季年会、2017 年 9 月 11 日、北海道大学 
16. 米倉覚則, 秋田谷洋, 齋藤悠, 青木健悟, 山口貴大, 會川航平, 大島理穂, 齋藤偉, 百瀬
宗武, 小川英夫, 藤沢健太, 高羽浩, 中井直正, 面高俊宏, 本間希樹, 小林秀行, 杉山孝
一郎, 他大学間連携 VLBI group、「高萩/ 日立 32 m 電波望遠鏡の整備状況(16)」、日本
天文学会 2017 年秋季年会、2017 年 9 月 11 日、北海道大学 
17. 鳥居和史, 白崎裕治, Zapart Christopher, 宮本祐介, 金子紘之, 徂徠和夫, 南谷哲宏, 
梅本智文, 大石雅寿, 「Japanese Virtual Observatory (JVO)を通じた野辺山 45m電波望
遠鏡レガシー プロジェクト COMING および FUGIN の観測データ公開プランについ
て」， 日本天文学会 2018 年春季年会，2018 年 3 月 14 日-17 日，千葉大学 
18. 諸隈佳菜, 諸隈智貴, 児玉忠恭, 中西康一郎, 小山佑世), 小山舜平, 山下拓時, 中西
裕之, 徂徠和夫, “HI & H2 gas properties of ~80 Virgo galaxies on the phase-space 
diagram”，日本天文学会 2017 年秋季年会，2017 年 9 月 11 日，北海道大学 
19. 徂徠和夫，他 COMING メンバー， “CO Multi-line Imaging of Nearby Galaxies, 
COMING”，NRO45m/ASTE Single Dish Science Workshop 2017，2017 年 8 月 1 日，国
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20. 久野成夫、“銀河スケールでの分子ガス分布”、Science Workshop 2018 on FUGIN: The 
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紗英子(鹿児島大)、 他 COMING メンバー、“NRO レガシープロジェクト COMING(17) : 
近傍銀河における分子ガス速度場 のフーリエ解析”、日本天文学会 2018 年春季年会、2018
年 3 月 14 日、千葉大学 
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島義之, 柴田修吾(北海道大学), 金子紘之, 宮本祐介 (国立天文台), 村岡和幸, 黒田麻友 
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33. 服部将吾、新田冬夢、村山洋佑、中井直正、久野成夫、Zhai Guangyuan、Mandal Pranshu 
(筑波大 学)、関本裕太郎、長谷部孝 (宇宙航空研究開発機構)、永井誠、野口卓、松尾宏、
福嶋美津広、三ツ 井健司 (国立天文台)、“100 GHz 帯連続波カメラ冷却光学系で用いる Si
レンズの反射防止コーティン グの開発”、日本天文学会 2018 年春季年会、2018 年 3 月 15
日、千葉大学 
34. 佐藤雄登, 中井直正, 久野成夫 (筑波大学), 瀬田益道 (関西学院大学), 長崎岳人 (KEK), 
関本裕太郎 (ISAS/JAXA)、“南極望遠鏡用 500GHz 帯 2SB 受信機の中間周波数 (IF) 帯
域の広帯域化”、日本天文学会 2018 年春季年会、2018 年 3 月 15 日、千葉大学 
35. 新田冬夢  他， “Development of 100-GHz band MKID camera for Nobeyama 45m 
telescope”，NRO45m/ASTE Single Dish Science Workshop 2017，2017 年 8 月 2 日，国
立天文台野辺山宇宙電波観測所 
36. 新田冬夢、“南極テラヘルツ望遠鏡計画に向けた広視野電波カメラの開発”、宇宙電波懇談





ラによる「あかり」北極域の掃天観測」2014～2018 年度（H29 交付金 90 万円） 
２． 科学研究費補助金（若手研究 B）：渡邉祥正（研究代表者）「巨大分子雲形成と星形成史
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を繋ぐ化学診断法の開拓」2016～2017 年度（H29 交付金 130 万円） 
３． 日本学術振興会「研究成果の社会還元・普及事業（ひらめき・ときめきサイエンス）」：
中井直正（研究代表者）（交付金 32.9 万円） 
４． 自然科学研究機構国立天文台：久野成夫（研究代表者）「大学間連携 VLBI 観測事業に係
る研究―高精度 VLBI 観測による銀河系の構造及び進化の解明」（交付金 548.2 万円） 
５． 自然科学研究機構国立天文台共同開発研究：新田冬夢（研究代表者）｢野辺山 45m 望遠




「南極 30m 級テラヘルツ望遠鏡による AGN と爆発的星形成銀河のサイエンス」2018 年
3 月 27 日 筑波大学 
 
<社会貢献> 
１． 「天文宇宙の七夕講演会」主催 2017 年 7 月 9 日 イーアスつくば 
２． 附属高等学校大学訪問「望遠鏡を作ろう」2017 年 5 月 11 日 筑波大学 
３． 南極天文宇宙講演会「南極からさぐる宇宙」中井直正 2017 年 5 月 14 日 新潟勤労者
総合福祉センター 
４． 附属高等学校大学訪問「望遠鏡を作ろう」2017 年 5 月 11 日 筑波大学 
５． ひらめき☆ときめきサイエンス「自作の望遠鏡で宇宙を見よう」開催 2017 年 7 月 30
日 筑波大学 
６． 南極天文宇宙講演会「南極からさぐる宇宙」中井直正 2017 年 8 月 12 日 久喜市総合
文化会館 
７． 「キッズ本格おしごと体験－天体望遠鏡作り」開催 2017 年 8 月 14 日 イオンモール
つくば 
８． 日本天文学会公開講演会「南極で探る宇宙－南極望遠鏡でさぐる銀河の謎」中井直正 
2017 年 9 月 10 日 北海道大学 
９． PTA 主催講演会「宇宙の構造」中井直正 2017 年 11 月 11 日 竹園西小学校 
１０． 和歌山県高等学校理科研究大会「太陽系の外の惑星の発見」中井直正 2017 年 11
月 24 日 和歌山県立教育センター学びの丘 




１． 日本天文学会欧文研究報告編集顧問 ～2019 年 5 月 
２． 国立天文台 VLBI 小委員会委員 2010 年 7 月～2018 年 6 月 
３． The SCAR AAA SRP Steering Committee 2017 年 1 月～2018 年 12 月 
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４． 国立極地研究所客員教授 2008 年 5 月～2019 年 3 月 
久野成夫 
１． 国立天文台プロジェクト評価委員会委員 2014 年 4 月～2018 年 6 月 
２． 日本天文学会欧文研究報告編集委員 2009 年 4 月～2018 年 6 月 
３． 国立天文台 ALMA 小委員会委員 2008 年 7 月～2017 年 7 月 
４． 国立天文台電波専門委員会委員 2016 年 7 月～2018 年 6 月 
５． 日本天文学会研究奨励賞選考委員会委員 2017 年 6 月～2019 年 5 月 
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